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　樹木集団は長期的な気候変動に対応してその分布域を変遷させながら個々の環境に適応
して生き残ってきています。そのため同一種でも地理的に遺伝的な違いが生じています。こ
のように遺伝的に異なる集団を人為的に混ぜてしまうことは、これまでに数十万年という長
い年月をかけて自然が作り上げた遺伝構造及び遺伝的多様性を壊してしまうことになります

（図－１）。有用樹種、特に針葉樹のスギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツの場合、林業種苗法
で苗木の配布区域の指定があります。これはある程度、我が国の気候帯に則したものです。
しかし、広葉樹にはその指定がなく、現状では全国どこへでも苗木を送り植栽することがで
きます。そのため主要広葉樹について遺伝的多様性及び遺伝的な違いについて調査を行い、
どの範囲であったら苗木を移動できるかの遺伝的ガイドラインが必要です。

背景と目的

広葉樹の遺伝的多様性を守るために

遺伝的撹乱の実態
由来の異なるブナの苗を植栽された森林を調査したと

ころ、日本海側のブナを太平洋側に植栽した場所では、
先枯れが高頻度で起こり、生育が悪いことが分かりまし
た（図－２）。また反対に太平洋側のブナを日本海側に
植栽した場合も、生育が極端に悪いことが明らかになり
ました。このように由来の異なる苗は植栽しても様々な
問題が生じる可能性があるため、それぞれの地域にあっ
た苗を植栽することが望まれます。

広葉樹の地域による遺伝的な違い
広葉樹種苗の移動の遺伝的ガイドラインを提案するた

めに、主要広葉樹のブナ、クヌギ、スダジイ、ヤマザク
ラ、ケヤキなど 10 種について分布域から広範に材料を
収集し、DNA を解析し遺伝的多様性や地域による遺伝
的な違いを調査しました。その結果、例えばヤマザクラ
では地域による核 DNA の遺伝的な違いは（FST=0.043、
全体の 4.3％が地域間の違い）低いものでしたが、九州
と本州のグループでは遺伝的な違いがあることが分かり
ました（図－３）。遺伝的多様性は九州集団が本州集団
に比べて有意に低い値を示しました。ケヤキについては
分布域広範に 42 集団を収集し分析を行ったところ、葉
緑体 DNA 多型データの結果では、西日本集団では多く

の遺伝子のタイプが存在し、東日本集団に比べ遺伝的多
様性が高い結果でした。ブナの葉緑体 DNA 多型の解析
を行った結果、西日本では多くの遺伝子タイプが見ら
れ、東日本に比べ遺伝的な多様性が高いことが明らかに
なりました。また核 DNA の解析でも同様に西日本集団
が、遺伝的多様性が高い結果が得られています（図－４）。
またブナでは地域によって顕著な遺伝的な違いが検出さ
れたことから、種苗の地域性を明らかにできるマーカー
として活用できることが分かりました。

遺伝的ガイドライン
このように DNA の情報をもとに対象の全ての樹種で

種苗の移動範囲を示す遺伝的ガイドラインを提案するこ
とができました。どの種も地域間の遺伝的な違いは大き
くないため、日本全体が２から４地域程度に分割でき、
その地域間では種苗の移動を避けるべきであるというこ
とが本研究の結果から示されました。

本研究は「予算区分：環境省地球環境保全等試験研究
費、課題名：自然再生事業のための遺伝的多様性の評価
技術を用いた植物の遺伝的ガイドラインに関する研究」
による成果です。
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図－１　外来集団を植林した場合の不適応の一例。
在来集団の赤い遺伝子 2 個で適応する場合、子供で
は、在来集団の環境では全て不適応になる。

図－２　日本海側のブナ実生（青色）を太平洋側
に植栽した場合に若い苗の段階で先枯れが多い。
太平洋側のブナの実生（黄色）では先枯れはほと
んど起こらない。

図－３　ヤマザクラの３７集団を核 DNA
の１３遺伝子座の EST-SSR で解析した結果。
九州（オレンジ色で示した遺伝子組成）と
それ以外（青色で示した遺伝子組成）で明
瞭な遺伝的な違いが検出された。

図－４　ブナ天然林の核 DNA での遺伝的な違い。円グラフの
色はそれぞれの天然林の持つ遺伝的な組成を示し、日本海側
のブナは青色要素を多く持ち、太平洋側は黄色要素を、九州
及び四国は橙色要素を多く持つ。これらは遺伝的に異なって
いる。円グラフの下の小さな円は葉緑体 DNA のタイプを示す。
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図-１ 外来集団を植林した場合の不適応の一例。在来集団の赤い遺伝子2個で適応する
場合、子供では、在来集団の環境では全て不適応になる。
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図−２ 日本海側のブナ実生（青色）を太平洋側に植栽した場合に若い苗の段階
で先枯れが多い。太平洋側のブナの実生（黄色）では先枯れはほとんど起こら
ない。

図ー３ ヤマザクラの３７集団を核DNAの１３遺伝子座のEST-SSRで解析した結果。
九州（オレンジ色で示した遺伝子組成）とそれ以外（青色で示した遺伝子組成）で明
瞭な遺伝的な違いが検出された。

図−４ ブナ天然林の核DNAでの遺伝的な違い。円グラフの色はそれぞれの天然林
の持つ遺伝的な組成を示し、日本海側のブナは青色要素を多く持ち、太平洋側は
黄色要素を、九州及び四国は橙色要素を多く持つ。これらは遺伝的に異なっている。
円グラフの下の小さな円は葉緑体DNAのタイプを示す。


